
騰
　鱗
欝

男
し
北

川
大
機

・然
表
事
馴
遊

鴛
購鮮
懇
蜘麟
轟

北
教
問
動
大
設
当
雪
「

寺
島

苗
力

北
海
道

に
お
け
る
リ
ゾ

ー
ト
開
発

と

ス
キ

ー
場

特集/北の葭然はいま一第2簗

◆

三

つ
の
恐

れ

過

熱
す

る

一
方

の

リ
ゾ

ー
ト

開
発

の
中

心

は
、

ホ

テ

ル

・

ゴ

ル

フ
場

・
ス
キ

ー
場

と

い
わ
れ

る
が

、
北
海

道

は

と
り
わ

け
そ

の
傾
向

が

強

い
。
広

い
土

地

と
冬

場
を

活

か
す

こ
と
が

な
ん

と

い

っ
て
も
大

事

と
す

る
考

え
方

が
、

開
発

を
発

想
す

る
際

の
念
頭

に
あ

る

か
ら
と
思

わ

れ

る
が
、

引

き
も

切
ら
ず

出

て
く

る
リ

ゾ

ー
ト
開

発

の
ど
れ

も
が

こ
れ

で

は
、

い
さ

さ

か
安

易
過

ぎ

な

い
か
と

い
う
気

が

し

て
く

る
。

例

え
ば

、

八
九
年

現
在

北
海

道

の
ゴ

ル
フ
場

は
七

三
市
町

村

一
二

五

ヵ
所

あ

る
。

と

こ
ろ
が
新

た

に
造

成
中

が

一
四
市

町
村

一
七

ヵ
所
、

計
画

中
が

一
五
町

村

二
六

ヵ
所

あ

る
と

い

う

(
北
海

道
新

開

八
九

・
五

・

一
四

)。
一
挙

に
全

体

の
三

五

%
も

増

え

る

こ
と
に

な
る
。

同
じ

よ
う

に
、

ス
キ
ー

場
は

八

九
年

現
在

全
道

に
九

一
市
町

村

一
二

二

ヵ
所

あ

り
、
全

体

の

リ

フ
ト

・
ゴ

ン
ド

ラ
併

せ
て
三
六

六
本

、
総

延
長

二
六
五

㎞

に

な
る
。

に
も

か
か

わ
ら
ず

、

リ
ゾ

ー
ト

・
観
光

関

連
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
を

も

つ

一
〇
五
市

町
村

の
う

ち

、
六

一
市

町
村

が

新

た

に

ス
キ

ー
場

を

開
発

ま
た

は
拡
張

し

よ
う

と
し

て

い
る

(
日
本
経

済
新

聞

社
札
幌

支

社

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
調
査

八
九

・
五

～
六

よ
り
推

定

)
。
こ
れ
も

か
な

り

の
割

合

で
、
急

増

加

す

る
と
考

え

ら

れ
る
。

各
市

町
村

が
全

体

は

ど
う
あ

れ
、
"
お

ら

が
市

町
村

"

で
考
え

る

か
ら
だ

。

八
九

・
四

・
一
七

「
富
良

野

・
大
雪

」

地
域

が
、

リ
ゾ

ー

ト
法

に
よ

る
地
域

指
定

に
な

っ
た
。

九
市

町
村

八
地

区
が
重

点

整
備

地
区

(総

面
積

二
万

七
千

六

ニ

ヘ
ク
タ
ー

ル
)

に
な

っ
た
が

、

こ

こ
で
も
す

べ
て
の
重
点

整

備

地
区

に

ス
キ

ー
場

計
画

が

入

っ
て

い
る
。
道

庁
が

全
道

的

立

場
か

ら
ま

と
め

た

計

画

に

し

て
こ
う

で
あ

る
か
ら

、
あ

と

は
押

し

て
知

る

べ
し

で
あ

る
。

い
ま

、

ス
キ

ー
場
開

発

に
絞

っ
て
問
題

を
整

理
す

る
と

、

第

1
は

自
然

保
護

上

の
問
題

、
第

2

は
国

土
防

災
上

の
問

題
、

第

3
は

地
域

開
発

上

の
問
題

に
な

る

。

◆
進

む

自
然

破
壊

ス
キ

ー

場
開
発

の
最

大

の
恐

れ
は

、
森

林
破

壊
を
中

心

と

し

た
自

然
破

壊

で
あ

る
。

ほ
と

ん
ど

の

ス
キ

i
場
は

林
地

に

つ
く

ら
れ

、
ゲ

レ

ン
デ
造
成

や

リ

フ
ト
、

ゴ

ン
ド

ラ
、
駅
舎

、

休

憩
所

・
レ

ス
ト

ラ

ン

・
駐
車

場
な

ど

の
建
設

に
伴

い
森

林

が

伐
採

さ

れ

る
か
ら
だ

。
全

国

の

ス
キ

ー
場

一
五
五

ヵ
所

か

ら
計

算

し
た
平

均

開
発
面

積

は
、

九
六

・
五

ヘ
ク
タ

ー

ル
、

(
一
九

八
九
松

澤

)
で
あ

る

。
北
海

道

の
、
し

か
も
最

近
造

成

さ
れ

る

ス
キ
ー
場

は

い
ず

れ
も
大

型
化

の
傾
向

に
あ

る

か

ら

、
単
位

面
積

は

一
〇
〇

ヘ
ク

タ
ー

ル
は
優

に
越
え

る
も

の

と
思

わ

れ

る
。

ス
キ

ー
場

開
発

と

ホ
テ

ル
の
達
設

は

ほ
と

ん

ど

の
場
合

セ

ツ
ト

で
あ

る
か

ら
、
失

わ

れ
る
森

林
は

さ
ら

に

増

え

る
の
が
普

通
だ

。

先

に
述

べ
た
よ
う

に

、
道

内

の
既
存

の

ス
キ

ー
場

は

一
二

二

ヵ
所

も
あ

り
、
多

少
地

域

に
よ

つ
て
利

用
状
態

が
異

な

る

面
も

あ

る
が

、
相
対

的

に
ゲ

レ

ン
デ
数
が

不
足

し

て

い
る

と

は
思

わ

れ
な

い
。
目

新

し

い
施

設

を
も

っ
た

ス
キ

ー
場

は
混

み
合

う

が
、

そ

の
分
周

辺

の
ど

こ
か

の

ス
キ

ー
場
で
閑

古
鳥

が
鳴

く

こ
と

に
な

る
。

ス
キ

ー
場

の
規
模
を

正
確

に
区

分
す

る

こ
と

は
難

し

い
が

、

ス
キ

ー
場
面
積

を

と
ら

え

て
な

い
の

で

一
応

リ

フ
ト

・
ゴ

ン
ド

ラ
の
延
長
数

で
道

内

の

ス
キ

ー
場

を
便

宜

的

に
仕

分
け

て

み
る

と
、
表
1

1
の
よ

う

に
な
る
。

小
規

模

ス
キ

ー
場

の
利
用

者

は
、
流

動
性

が
少

な

い
と

い
わ

れ

る

の
で
、
中

・
大

規
模

の
と

こ
ろ
で
競
合

が

起

こ

っ
て

い

る

と
思

わ
れ

る
。
競

合

に
勝

つ
た

め

に
は
、
ゲ

レ

ン
デ
が
豊

富

で
あ

る

こ
と

・
コ
ー

ス
が

長

い
こ
と

・
眺
望

が
良

い
こ
と

・
施
設

が
多

様

で
近
代
化

(
高

級
化

)
し

て

い
る

こ
と
、
等
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恵岱岳スキー場施設配置計画

が
条

件

と

さ
れ

て

い
る
か
ら

、

ス
キ

ー
場

は
条

件
を

満
す

よ

う
次

第

に
良
好

な

自
然

の
と

こ
ろ

へ
規

模
を
拡

大

し
て

い
く

傾

向

に

な

る
。
例

え
ば

、
美
瑛

富

士

ス
キ

i
場
計
画

(
美
瑛

町

)
で

は
、
冬

期

間

5
5
万
人
確

保

す

る
た

め

に
は

、

6
0

0

m
以
上

の
標

高
差

を
持

っ
た

コ
ー

ス
と
森
林

限
界

よ
り
上

部

の
眺

望

が
必

要

と
し

て
、
自
然

環

境
保

全
上

リ
ゾ

ー
ト
法

で
も
規

制

の
対
象

と
し

て

い
る
国

立

公
園

第

1
種
特
別

地
域

に
、
地

域

の
格

下
げ

を
し

て
で

も
リ

フ
ト

を
上
げ

た

い
と
計

画

を
立

て
て

い
る
し

、
同

じ
よ
う

に
恵
岱
岳

ス
キ
ー
場
計

画

(雨

竜

町

)

で
は
、
道

立
自

然
公

園

か

ら
国

定
公

園

へ
の
昇

格

が
予
定

さ
れ

て

い
る
雨
竜

沼
湿

原

の

一
角

ま

で
ゴ

ン
ド

ラ

を
架

設

す

る
と

し

て

い
る
。

ま
た

、
夕

張
岳

ス
キ

i
場
計

画

(
夕

張
市

)
で
も

、
特

異
な
高

山

植
物

を
含

む
貴
重

な

お
花

畑

と
し

て
有
名

な

夕
張
岳

の
核

心
部

(
道
立
自

然
公

園
第

1

種
特

別

地

域

)

へ
、

リ

フ
ト

を

延

ば

す

計
画

を

立

て

て

い

る
。ま

た

、
効
率

を

上
げ

る
た

め

の
ゴ

ン
ド

ラ

・
リ

フ
ト

の
夏

場

の
利

用
は

、
そ

の
上
部

に
あ

る
特

別
保

護
区

域

へ
膨
大

な

人
数

を
容

易

に
進

入
さ

せ
、
厳

し

い
環

境

に
あ

る

デ
リ
ケ

ー

ト

な
自

然
を

破
壊

す

る
可

能
性

も
あ

る
。
多
量

に
出

る
し
尿

、

ご
み

な

ど
が

川

の
L

水

源
を
汚

染

さ

せ
る
可
能

性
も

あ
る

。

い
ず

れ

に
し

て
も

、
集
客

を
狙

う

ス
キ

;
場

ほ
ど
自

然
破
壊

が
進

む

こ
と

が
考

え
ら

れ
る
。

◆

怖

い
自

然
の

し

っ
ぺ
返

し

ス
キ

i
場

の
性
質

と

し
て
ゲ

レ

ン
デ
部

分

は
、

=
疋
の
傾

斜

と

直
線

性
を

必
要

と

し
、
加

え

て
そ

の
部
分

を
絶

え
、ず
無

立
木

地

に
し

て
お
く

必
要

が
あ

る
。
多

く

の
場
合

は
草

地
と

か
裸

地

に
近

い
状
態

で
あ

り
、

そ

こ
は
風
雨

と
積
雪

に
さ

ら

さ
れ

る

こ
と

に
な

る
。
多

く
の

ス
キ

i
場

で
は
、

規
模

の
大

小

は
あ

れ
土

砂

の
流
出

や

エ
ロ
ー
ジ

ョ
ン
が
絶
え
ず

起

こ

っ

て

い
る
と

の
報

告

も

あ

る
。

"
お

ら
が

町

"

の
発

想

で
、
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恵 岱 岳 ス キ ー 場 施 設 計 画 表1リ フ トの延長からみたスキー場の規模

区分 施設計画 事 業 内 容 事業期間 事業実施主体 リフト総延長 スキー場数 分 類(%は 全体化)

ロープウェー

交走:式 ロープ ウェー

150人 乗L=3,386m
駅 舎2棟

第1期 事業
第3

セ クター

1000m未 満

1000m台

2000m台

62

22

12

計96ヵ 所(78.7%)

小規模 総延長97.2km(36.7%)
索
道

施
設

キ ャビン 6人 乗L=2,100m 第H期 事業 〃

ニナラ山リフト 2人 乗L=400m 第H期 事業 〃

連絡ペアリフト 2人 乗L=300m 第1期 事業 〃

3000m台

4000m台

12

3

計15ヵ 所(12.3%)中規模

総延長55.4km(20.9%)

青 リセ
ゾ ン少
1タ

年 ト1

青少年 リゾ
ートセンター

鉄筋コンク10
,734mリー ト1棟 第1期 事業 〃

同 体育館 鉄筋造り1棟1,650㎡ 第1期 事業 〃

休運公
暇
村動園

休暇村
運動公園

グランド、テニス場、

遊歩遣、キャンプ場、

アスレチック

第H期 事業 〃

5000m台

6000m台

7000m台

8000m台

9000m台

10000m以 上

2

0

2

2

1

4

計11ヵ 所(9%)大規模

総延長112.3km(42.4%)

道 路 第1期 事業 〃L=1,200m、W6m

駐 車 場 舗装25,000㎡600台 第1期 事業 〃 計 122
※ リフ ト延長数は リフ トとゴ ンドラの長

さを併せた もの

附

帯
施

設
等

給 排 水 飲料水供給職 靴緻 第1期 事業 〃

電 力 高圧6,600V 第1期 事業 〃 野 花 南 ス キ ー 場 の 概 況

山腹休憩舎 350㎡ 第H期 事業 〃 スキー場の位置 東川町野花南

スキー場 の名称
野花南林間スキー場

野 花 南 ツ ア ー ス キ ー コ ー ス

地 種 区 分 自然公園普通地域

第3セ クター(エ タイリゾート開発株式会社)の 概要

(資 本 金)3,000万 円

(出資比率)北 竜町10%

㈱三栄スポーツ産業90%

(旧名㈱台場ケ原サンバレー)

(業務内容)1.ホ テル、旅館その他観光施設の経営、ならび

に料理飲食店、売店および娯楽場の経営

2.ス ポーツに関連する施設の経営たらびに賃貸

借業

3,索 道事業

4,不 動産の売買および賃貸業

5,前 記各号に附帯する一切の業務

6,設 立年月 昭和60年4月

野花南林間スキ
ー場の地権者

国 有 林 右 コ ー ス314・315・316・317

左 コ ー ス313・314

野花南 ツアースキー

場コースの地権者
国 有 林128・317・318・319

野花南
林間スキー場

右 コ ー ス8.4km

左 コ ー ス3.8km

ス

スキ

の1

延 コ

長1
土 地 利 用 計 画 面 積

野花南ッァー
スキーコース

9.2km

面 積 野花南

林間スキー場
25ス ペ ー ス 肱

区 分
面

積

合

計

総 計 北竜町 雨竜町 29.6ん α

利 用 全 体 面 積 390.40ん α 101.70ん α 288.70ん α
野花南 ッァー
スキーコース 4.6ん α

保 存 林 地 280.22 69.85 210.37

施 設 利 用 面 積 110.18 31.85 78.33

1.ゲ レ ン デ 85.40 18.91 66.49

野 花南林間スキ

ー場 リフ ト延長

A1.3km

BO.9km

C1.6km合 計5.8km

D2.Okmダ ブルチェアーのジングル4本
ロ ー プ ウ ェ ー 8.75 1.27 7.48

ニ ナ ラ 山 リ フ ト 0.70 0.70 一 リフトに要する面積 5.8㎞

2.

索
道

造
成
地

連 絡 ペ ア リ フ ト 0.50 0.50 一

内

訳

キャビン(第2期 工事) 4.36 一 4.36

スキー場整備に

係わる伐採面積

林間 スキー場25肱

ツアースキーコース2.6肱(作 業道・林道除 く)

リフ ト5.翫 α 合計33.4肋
小 計 14.31 2.47 11.84

3.道 路計画(Lニ1,㎜m、Wi=8m) 1.30 1.30 一 駐 車 場 民 地3,000㎡

4青 少年リゾートセンター造成地 O.75 0.75 一 宿 泊 施 設 無 し

5.駐 車場造成地 2.49 2.49 一 ロ ツ ヂ 民 地400㎡ 木造

6.休 暇村運動公園造成地 5.93 5.93 一
レ ス ト ハ ウ ス 民 地500㎡ 木造

注 駐車場 は全体 で5.02肱 を計画 してお り、1期 は2.49んα、H期 は

冬期 のみ運動 公園造成地2.53肱 を使 用。 計画事 業主体 株式会社 東川振興公社
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本

来

ス

キ

ー
場
と

し
て
適

さ

な

い
と
思

わ
れ

る
と

こ
ろ

に
無

理

に
造

る
と

、
自
然

の
思

わ

ぬ
し

っ
ぺ
返

し
を

受
け

る
可
能

性

が
あ

る
。

ス
キ

ー
場

で
集

中

豪
雨

に
よ

る
地
滑

り

や
雪

崩

で

人
命

を
奪

わ
れ
た
例

は

、
数

多

く
あ

る

。
ゲ

レ

ン
デ
面

の

土
砂

の
流
出

が
下
部

の
河

川

に
流

れ
込

ん

で
、
河

川
災
害

を

発
生

さ

せ
二
次
被

害
を

生

み
出

す

こ
と

も
あ

る
。

恵

岱

岳

ス
キ

ー
場
計

画

な
ど

は
そ

う

し
た
被

害

を
考

え
な

け

れ
ば

な
ら

な

い
ケ

ー
ス
で

あ

り
、
再

考

を
要

す

る
計
画

で

あ

る

。

こ
の

ス
キ

ー
場

計

画

は

ゲ

レ

ン

デ

の
山

頂

部

、
末

端

部

が

そ
れ

ぞ

れ
百
数

十

メ
ー

ト

ル

に
わ
た

っ
て
三
〇
度

～

四

〇

度

近

い
傾
斜

が
続

い
て
お

り
、

し

か
も
中

腹
部

以
下

は

ホテル増築で開発のすすむサホロ

崩

壊

し
易

い
中

新
世

の
堆

積

岩

で
覆

わ
れ

て

い
る
な
ど
条

件

が

悪

い
。
加

え

て
ス
キ

ー
場

に
は
好
適

と

お
も

わ
れ

る
多
量

の
積
雪

も

、

こ
こ
で
は

マ
イ

ナ

ス

に
働
く

と
思

わ
れ

る
。

す

で

に
自
然
破

壊
が
斜

面

の
中

の
支

流

で
何

箇
所
も

生

じ

て
お

り
、
当

初

か
ら
大

量

の
切

り
土

、
盛

り
土
を

必
要

と
す

る
と

し

て

い
る
こ
の

ス
キ

ー
場
造

成

は
無

理
な

の

で
あ

る

。
現
在

の
雨
後

の
筍

の
よ

う
な

ス
キ

i
場
開

発

ラ

ッ
シ

ュ
の
中

で
は
、

こ
う

し
た
例

は
少

な
く

な

い
と

お
も

わ
れ

る
。

◆

地
域

は
本
当

に

生
き

返

る

か

こ
の
リ
ゾ

ー
ト
ブ

ー

ム

の
共
通

項

は
、
資

金
力

・
技

術
力

の
あ

る
大
企
業

を
取

り
込

ん

で
、

地
元

市

町
村
が

土
地

の
確

保

や
基

盤
整
備

を

し
、
あ

る

い
は
許
認

可
取

り

の
露

払

い
を

す

る

こ
と

に
よ
り
、

互

い
に
ギ
ブ

ア
ン
ド

テ
イ

ク
を

は
か

ろ

う

と
し

て

い
る
点

で
あ

る
。

も

と
も

と
リ

ゾ
ー
ト

法
成
立

の

背
景

に
は

、

一
部
大
企

業

の
金
余

り
現
象
を
、
諸
外
国

の
非
難

を

浴
び
ず

に
何

と

か
有
効

利

用

さ

せ
よ
う

と

い
う

狙

い
が
あ

る

の

で
あ
る

か
ら
、

こ
の
よ

う
な

体
制

が
出

来
L

が

る
の
は

当

然

で
は
あ

る
。
問

題

は
本

当

に

ギ
ブ

ア

ン
ド

テ
イ

ク

に
な

る

か
、

で
あ

る
。

先

々
月
、
協
会

の
リ
ゾ

ー

ト
視
察

で
富

良

野

・
大

雪
圏

の

市

町

村
を

訪
問

し

て
歩

い
た

が
、

成
功

の
先

進
地

と
目

さ
れ

る
サ

ホ

ロ
、
ト

マ
ム
に
し

て
も

、

入

っ
た
大
企

業

そ

の
も

の

が

極

め

て
厳

し

い
状
況

に
立

た
さ

れ

て

い
る

こ
と
を

実
感

さ

せ
ら

れ
た

。

リ
ゾ
ー
ト

生

活
そ

の
も

の
が
確
立

さ

れ

て

い
な

い
日
本

で
、
そ
う

易

々
と

上
手

い
話
は

な

い
と

い
う

こ
と
で

あ

る

。
先

に
、

N
H

K
札
幌

放

送
局

が
制

作

し
た

「
北

の
大

地

に
夢

見

る
も

の
は
1

北
海

道

リ

ゾ

ー
ト
全
調

査
I

」

は
、

各

市
町

村

の
期
待

す

る
も

の

と
現
実

が
如

実

に
現
れ

て

い
た

.

ジ

ャ
パ

ン

ヘ
ル
シ

ー
ゾ

ー

ン
は

、
住
民

主
導

・
自

然
保

護

・
地
域

の
活
性
化

を
旗

印

に
、

壮
大

な

プ

ラ
ン
を
立

て

て

い

る
。

そ

の
意

欲

と

い

い
、

熱
心

な
取

り
組

み

と
言

い
全

く

敬

トマムスキー場の全容
意

を
表

す

る
に
値

す

る
。

プ

ラ

ン
の
中

に
は

ユ

ニ
ー

ク
で
見

る

べ
き
も

の
も
あ

る
。
だ

が
美
瑛

富

士

の
ス
キ

ー
場
計
画

は

ど
う

か
。

賢
明

な
自

然

の
利

用
と

は
思
わ

れ
な

い
。
旗

印
を

活

か
す
た

め

に
、
景

観
条

例

や
環
境

保
全
条

例
を

作

っ
た
。

自
然

保
護
研

究
会

も

作

っ
た

。
先

見

で
は

あ
る
。

し

か
し
、

こ
れ
ら
が

す

べ
て

ヘ
ル
シ

ー
ゾ

ー

ン
計
画
実

現

の
た

め

に
あ

る

と
し
た

ら
、

そ

れ
ら

は
健

全

に
は
た

ら
き
機
能

す

る
だ

ろ

う

か
。
地

域

の
活
性

化

に
は

も

っ
と
企
業

を
研
究

す

る
必
要

は

な

い
だ

ろ
う

か

、
津

々
浦

々
で
お

き
は
じ
め

て

い
る
開
発

の
実
態
を

、
も

っ
と
研

究
す

る

必
要

が
な

い
だ

ろ
う

か
。

ス

キ

ー
場

開
発

が
、

地
域

振

興

の
名

実
共

に
旗
手

に
な

る

に
は

、

も

う
少

し
歴
史

が

必
要

で
あ
り

そ
う

で
あ

る
。
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